
学校番号 ２１１ 

令和2年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 古典Ａ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 高等学校 改訂版 古典Ａ 大鏡 源氏物語 諸家の文章（第一学習社） 

副教材等 

「新訂国語図説四訂版」（京都書房）、「古文単語３３０三訂版」（いいずな書店）、 

「新修古典文法二訂版」（京都書房）、「新修古典文法二訂版ドリル編」（京都書房）、 

「漢文の習得漢文基本ノートα」（浜島書店）、 

「古典グレートラーニング48 レベル２」（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・古文では、語彙力や文法の知識を確実に身に付けると同時に、便覧等を用いて古典の世界をイメージで

きるようにしてください。 

・古文や漢文の多くの古典作品に親しみ、古人の思いや考えを理解してください。 

・物語では、登場人物の心情を理解できるようにしてください。 

・予習として本文をノートに書写し、わからない語句は辞書で調べて授業に臨んでください。 

・授業内容はその日のうちに復習してください。 

 

２ 学習の到達目標 

・一年生で学習した文法事項等を定着させる。 

・古典を楽しみながら味わい、言語文化への興味・関心をはぐくむ。 

・古人の考え方を理解する。 

・漢文の句法の知識を増やし、それを活用して文章を読める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:読む能力 ｃ:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典に対する関心を深め、古人

の生き方･考え方を理解しよう

としている。 

文章を読んで、的確に理解し、

そのことに対して、自分で考え、

発展させている。 

伝統的な言語文化及び言葉の特

徴やきまり、および当時の文化

などついて理解し、知識を身に

つけている。 

評
価
方
法 

・学習活動への参加姿勢や態度 

・ノート、プリント、ワークシ

ート 

・学習活動における発言内容や

態度 

・ノート、プリント、ワークシ

ート 

・定期考査 

・学習活動における発言内容 

・ノート、プリント、ワークシ

ート 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

  



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b ｃ 

１ １ １ 物
語 

教材：「大和物語」 

・安積山 

 

 

○ ○ ○ 

 

a:内容を理解しようとしている。 

b:文章を正確に読み取ることができた。 

c：動詞等の活用を理解できた。当時の恋愛

のあり方を理解できた。 

a:行動の観察 

b:定期考査 

c：小テスト 

定期考査 

物
語 

教材「とりかへばや物語」  ○ ○ ○ a:内容を理解し、人物の心情を理解できた。 

b:文章を正確に読み取ることができた。 

ｃ:助動詞を理解できた。 

a:行動の観察 

b、定期考査 

c：小テスト 

定期考査 

物
語 

教材：「住吉物語」 

 

 ○ ○ b:文章を正確に読み取ることができた。 

ｃ:助動詞を理解できた。 

b:定期考査 

c：小テスト 

定期考査 

２ ２ ２ 

 

漢
文 

教材：「烈女伝」  

・孟母断機 

「荘子」 

・夢為胡蝶 

○ ○  a:寓話に託されたことを理解しようとして

いる。 

b:文章を正確に読み取ることができた。 

 

a:行動の観察 

b：定期考査 

 

物
語 

教材：「源氏物語」 

・なにがしの院 

・野宮別れ 

○ ○ ○ a:内容を理解しようとしている。 

b:文章を正確に読み取ることができた。 

ｃ：助動詞、助詞、敬語を理解できた。当

時の生活や情趣を理解できた。 

a:行動の観察 

b：定期考査 

ｃ:定期考査 

歴
史 

教材：「大鏡」 

・時平の大臣 

・隆家と道長 

○  ○ 

 

a:歴史の中での登場人物の行動を理解しよ

うとしている。 

c：敬語を理解できた。当時の社会・人間の

あり方を理解できた。 

a:行動の観察 

c：小テスト 

定期考査 

 

３ ３ 歴
史 

教材：「平家物語」 

・足摺 

 

○ ○ ○ 

 

a:全文を音読し、全体の内容をつかもうと

している。 

b:軍記物語に描かれた人物、描写、心情な

どを表現に即して読み取る。 

c：音便、敬語法を理解している。。 

a:行動の観察 

b:定期考査 

c：小テスト 

定期考査 

 

漢
文 

教材「漢の高祖と韓信・ 

張良」 

・良薬苦口 

○ ○ 

 

 

 

○ a: 登場人物の行動や心情を理解しようと

している。 

c:句法を理解できた。登場人物の行動や心

情を理解できた。 

a:行動の観察 

b：定期考査 

c:定期考査 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:読む能力  c:知識・理解 

 ※ 年間指導計画作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項

目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


